
［成果情報名］稲発酵粗飼料としてのクサホナミの収穫適期とその判断指標

［要約]稲発酵粗飼料としてのクサホナミの収穫期は出穂後約25日以降、出穂後積算気温

700℃～750℃以降、籾水分35％以下、黄化籾率60％以上である。サイレージ品質は成熟期

後も良好であるが、ＴＤＮ収量は成熟期頃に最も多収となる。
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［背景・ねらい］

稲発酵粗飼料は収量と品質を高めるため黄熟期に収穫することが指導されている。しか

し、黄熟期の判断が不明確であることから生産現場において収穫適期の判断が曖昧となっ

ている。さらに、黄熟期以降の収量、品質に関する知見は少ない。そこで、飼料イネ専用

品種クサホナミを用いて稲発酵粗飼料の多収・高品質となる収穫時期を確認するとともに、

収穫開始時期の判断指標を作成する。

［成果の内容・特徴］

１．クサホナミを稲発酵粗飼料として利用する場合、黄熟中期にあたる出穂後25日頃にお

いてサイレージ品質を示すＶ評点が80以上の良好な品質となり、さらに成熟期で最もＴ

ＤＮ収量が多収となる。成熟期を過ぎても品質は維持されるが、籾の脱粒等によってＴ

ＤＮ収量は低下する(図１)。

２．登熟過程における茎葉水分の低下程度は小さく成熟期においても65％の水分がある。

しかし、籾水分は登熟が進むにつれ低下し、収穫適期となる出穂後25日頃には35％程度

となり、全体の水分はサイレージに適するとされる60％以下となる。なお、成熟期を過

ぎると籾の脱粒が増加するため全体水分の低下は小さい（図２）。

３．これらのことから、稲発酵粗飼料の収穫は黄熟中期から成熟期に行うことが可能であ

る。黄熟中期の特徴は、上位枝梗籾の80％程度、下位枝梗籾の50％程度、または全体籾

の60％程度が黄化し（図３）、出穂後積算気温が700℃～750℃である（図表略）。

４．クサホナミより籾ワラ比が低いはまさりは、籾水分の低下に対して全体水分が低下し

にくいが、良好なサイレージ品質が得られる黄化籾率はクサホナミとほぼ同等の60％程

度であるため、黄化籾率の指標は他品種へも利用ができると考えられる（図４）。

[成果の活用、留意点]

１．成熟期の籾は未消化によるＴＤＮの損失が発生しやすいため、磨砕等の処理を行うこ

とが望ましい。

２．収穫適期であっても、水や泥が付着すると品質が低下するため、降雨直後の収穫は避

け、土砂が混入しないように注意を払う必要がある。

３．材料イネは地上部高約10ｃｍで収穫して調査に用いた。




